仕様書②
1 品目

全身麻酔装置 　１式

2 購入目的

カテ室での麻酔管理に伴い、患者の安全を確保する為の正確な呼吸管理を可能とするベンチレータや、　小型でカテーテル操作の邪魔にならず、安全な状態を確保できるモニタリング機能を有する麻酔器が重要となっている。

患者を確実に換気し、不意のガス及び電源遮断時にも安全に対応する全身麻酔装置を用いることで、患者の安全性をより確保できる。

3 基本構成

1） 麻酔器本体




2） ベンチレータ




3） 患者システム




4） 気化器





5） 余剰ガス排出装置




6） 予備用酸素ボンベホルダー　　　


4 機器仕様

 4-1 麻酔器本体

（1） 酸素、笑気、空気の３ガス方式であること。
（2） 最低酸素濃度維持機構を有すること。
（3） 酸素･笑気及び麻酔薬節減の為、低流量・極低流量麻酔が可能であること。
（4） 高さ1365mm以下、幅580mm以内であること。
（5） 本体重量は112kg以下で移動しやすいこと。
（6） 生体情報モニタを容易に搭載可能なこと。
（7） 停電に備え、45分以上のバックアップバッテリーを標準装備すること。
4-2 ベンチレータ

（1） 電気駆動であること。
（2） ピストンシリンダー方式であること。
（3） 手動換気／自発呼吸、VC（従量式換気）、PC（従圧式換気）、　　　　　　　　　　　　　　　　PS（プレッシャーサポート）、SIMV／PSモードを搭載できること。
（4） 換気モードの切り替え動作は２ステップ以下であること。
（5） 新生児使用時、ベローズやセンサの交換が必要無いこと。
（6） 換気回数は４～60回/minの範囲で設定できること。
（7） IE比は1:4～4:1の範囲で設定できること。
（8） PEEP機能を標準装備し０～20cmH2Oの範囲で設定できること。
（9） 従量式換気時、新生児から成人まで使用できるよう、一回換気量は20～1400mlの範囲で設定できること。
（10） 従量式換気時、吸気ポーズ比は０～50%の範囲で設定できること。
（11） 従量式換気時、過剰な気道内圧を防ぐためプレッシャーリミット機能を有し　　　　　　　　　　15～70cm/H2Oの範囲で設定できること。
（12） 従圧式換気時、最大吸気圧は５～65cm H2Oの範囲で設定できること。
（13） 従圧式換気時、吸気流速は10～75L/minの範囲で細かく設定できること。
（14） PS換気時、吸気流速は10～85L/minの範囲で細かく設定できること。
（15） 従量式換気から従圧式換気への切り替え時に容易に換気量を確保するため　　　　　　　従量式換気時のプラトー圧が自動的に従圧式の吸気圧となる機能を有すること。
（16） 自動コンプライアンステストを有し、コンプライアンス値を表示する機能を有すること。
（17） 正確なコンプライアンス補正機能を有すること。
（18） フレッシュガス流量の変化が換気量に影響しない換気量補正機能を有すること。
（19） 自動リークテストを有し、リーク量を表示する機能を有すること。
（20） ベローズの自重によるPEEPのかからない構造であること。
（21） ガス供給がなくても大気で患者を換気できる機能を有すること。
4-3 患者システム

（1） 麻酔器本体から着脱可能で清掃が容易であること。
（2） 換気量はホットワイヤー方式で正確に測定できること。
（3） カニスターは1.2L以上あること。
（4） 低流量麻酔に対応できるよう、回路内容量は2.5L以下であること。
（5） 麻酔ガスモニタのサンプルガスを呼吸回路に戻す機構を有すること。
 4-4 気化器

（1） 安定した濃度が得られるソリッドメタル方式による内部自動温度補正機能を有すること。
（2） 低流量領域において精度が高く濃度が安定していること。
（3） 定期交換部品の無いこと。
（4） 薬液容量は360ml以上であること。
 4-5 余剰ガス排出装置

（1） 患者に陰圧のかからないオープンリザーバタイプであること。


　4-6 予備用酸素ボンベホルダー

（１）　予備用酸素ボンベを麻酔器後面に収納可能であること。
